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(2)日本木材学会の研究動向















2) 2000 年から2010 年までの木質構造に関する研究動向
(1)日本建築学会の研究動向



















































図 9　各研究テーマの割合（日本建築学会） 図10-1　5年毎の件数の推移 ( 日本木材学会 )①
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図10-2　5年毎の件数の推移 ( 日本木材学会 )②
（2000 ～ 2010）
図 11　各研究テーマの割合 ( 日本木材学会）
表 5　実験内容別件数 ( 日本建築学会 )　　　　　（件）
図12　各実験の占める割合 ( 日本建築学会 )
図13　 5年毎の実験件数の推移 ( 日本建築学会 )
札幌市立大学研究論文集　第 7巻　第 1号（2013）90
 (2)日本木材学会の研究動向












1996 年～ 2000 年
2001年～ 2005 年
2006 年～ 2010 年
図14-1　各年代の実験内容の割合 ( 日本建築学会 )①
図14-2　各年代の実験内容の割合 ( 日本建築学会 )②
1956 年～1960 年
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件(9.9％)となった．日本建築学会では 5 番目に大きい割合
だった実大水平加力実験は，1件 (0.1％)であった．日本建


















表 6　実験内容別件数(日本木材学会 )　  （件）





































究数に対する実験数の割合は 1996 年から2000 年で 55 件







起振機18 件(4.3％)，その他 36 件(8.6％)であった．
2006 年～ 2010 年
図17-2　各年代の実験内容の割合 ( 日本木材学会 )②
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注 8) 例えば有馬孝礼など .出典：有馬孝礼：木造住宅の耐
震 .木材学会誌 43(7):525-531,1997.出典：有馬孝礼：





























































注 3）日本建築学会において1956 年から 2010 年までに発表
された 3873件,および日本木材学会において1976 年
から 2010 年に発表された 870 件の木質構造に関する
研究について調査を行った.
注 4）日本建築学会において1956 年から 2010 年までに発表
された 2026 件 ,および日本木材学会において1976 年
から 2010 年に発表された 931件の木質部材構造実験
について,実験内容 ,加力方法 ,加力内容 ,制御方法
に関し調査を行った .
注 5）樹木から発生する化学物質に関するものなど.出
典：宮内雄：アンジェコ材の抽出成分.木材学会
誌 22(1):47,1976
注 6）樹木の細胞, 菌類に関するものなど.出典：福田忠徳：
樹木形成層の組織培養に関する研究 (第 3報).木材
学会誌 22(2)：112,1976
注 7）機械, 工具に関するものなど.出典：木村志郎：丸ノ
コのローラ腰入れに関する研究 (第 2報).木材学会誌
22(3)：139,1976
